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刈谷市は、１８歳以下の子ども一人１０万円を給付する「子育て世帯への臨時
特別給付金支援事業」を補正予算として１２月定例会に上程し可決しました。
１２月２４日には、中学校修了前までの児童手当受給者を対象に子ども1人あた
り現金１０万円が一括給付されました。なお、高校生や新生児・乳児の一部の方
は別途申請が必要となります。詳細は刈谷市ホームページ等でご確認願います。

公明党は、子育て・教育支援策を「国の最重要課題」と位置づけ誰もが安心し
て出産・子育てができ、未来を担う子どもたちに十分な教育を受けられる社会を
目指し取り組んでいます。子どもたちは、コロナ禍の影響で学校行事は軒並み中
止となり、給食は黙食で楽しめないなど一番我慢を強いられました。そして児童
・生徒の自殺、不登校が過去最多となり多くの親子がストレスを抱えています。
そこで公明党は、”未来を担う全ての子どもたちを社会全体で応援していく”との
強いメッセージを込め子ども一人あたり１０万円給付を提案し実現をしました。
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国の２０２１年度補正予算には、子ども１人あたり１０万円給付事業のほか新型
コロナウイルス感染症拡大防止対策の強化や事業・生活支援など公明党の主張が
多数盛り込まれました。以下に主な事業を紹介します。

困窮する世帯への支援
住民税非課税世帯に現金１０万円
を給付します。

困窮する大学生への支援
困窮している大学生らの学びを継
続するため、１人１０万円を給付。
対象は大学や短大、専門学校など
の学生と日本語学校に通う留学生。 売上減の企業に最大２５０万円支援

コロナ禍で売り上げが減少した事業者を対象
に最大２５０万円を支給する。２０２１年１
１月～来年３月のいずれかの月の売上高が過
去の同月と比べて、３０％以上減少した中
堅・中小企業、小規模事業者、フリーランス
を含む個人事業主が対象。

マイナポイント１人最大２万円
①マイナンバーカードの新規取得者 ②健康
保険証として利用登録 ③公金を受け取る口
座登録により１人最大２万円ポイントを付与。
既にカードを取得していて現行のマイナポイ
ントを申し込んでいない人や、健康保険証登
録済みの人も対象。

Go Toキャンペーン事業再開
経済社会活動の正常化に向け感染
状況を見ながら、コロナワクチン
接種証明などを活用し、より安心
して利用できる制度に見直します。



今回は、「高齢者が安心して暮らせる社会について」と題し、①介護予防の
推進について ②介護保険サービス・認知症支援について ③今後の高齢者
を支える取組について の３点を質問させて頂きました。

国が進めるデジタル活用支援推進事業、また県が進める高齢者デジタ
ルサポーター事業の内容は。
国のデジタル活用支援推進事業は、携帯会社やＩＣＴ企業等が事業を
受託し、スマートフォンの基本的な操作方法や行政サービスのオンラ
イン申請等に関する講座などを参加費無料で実施しており、市内の一
部の携帯ショップにおいても実施している。また、県の高齢者デジタ
ルサポーター事業は、スマートフォンの基本操作や機能などの講習を
受講したデジタルサポーターを派遣する事業。
刈谷市における高齢者のデジタル支援の取り組みは。
デジタルサポーター事業を活用したスマホ教室は、市内の各地域で開
催されている３１の高齢者サロンに講師としてデジタルサポーターの
派遣を考えている。また、多くの方に参加していただけるよう、地域
包括支援センターやいきいきクラブを通じて、或いは市から直接案内
するなど、高齢者サロンの運営者に働きかけていく。また、携帯事業
者が市内各所の店舗において行うスマホ教室等は、市民だよりへの掲
載や施設へのポスター掲示等により周知を行うと共に、デジタルサポ
ーター事業と同様に高齢者サロン等での出張開催についても事業者と
協議していきたいと考えている。

ＩＣＴ教育事業 小中学校の普通教室
にプロジェクター、特別教室に大型
ディスプレイを設置し、タブレット
端末の効果的な活用を促進する。

中央図書館学習環境整備事業
中央図書館２階の特別閲覧室および
読書振興室の内装及び設備の改修を
行い学習環境の整備をする。

◆ １２月定例会で可決した補正予算の主な事業

病気の家族の介護や、幼いきょうだいの世話を担う子どもである「ヤングケ
アラー」への支援の充実を国に求める意見書が議会で審議され全会一致で可決
されました。意見書の内容は私が６月の一般質問で要望し、公明党刈谷市議団
が推進してきたものです。 意見書の内容は以下の通りです。

質問

答弁

質問

答弁

◆ ヤングケアラーへの支援の充実についての意見書

1. ヤングケアラーへの支援施策を一体的、効果的に推進するため福祉、介
護、医療、教育等の関係機関やNPO等の連携強化を進めること

2. ヤングケアラーの社会的認知度の一層の向上を図るため、広報啓発活動
の充実強化を図ること

3. 小学生や大学生を含めたより詳細な調査を行い、ヤングケアラーに寄り
添った切れ目のない支援を検討すること

◆ 一般質問より


